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解
題

　
本
書
は
著
者
の
「
本
土
人
類
学
と
民
俗
学
研

究
シ
リ
ー
ズ
」（
全
四
冊
）
の
う
ち
の
一
冊
で

あ
る
。
著
者
は
北
京
大
学
社
会
学
人
類
学
研
究

所
教
授
を
務
め
た
後
来
日
し
、
爾
来
、
長
い
間

日
本
の
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
き
た
。
愛
知
大

学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
を
経

て
、
現
在
神
奈
川
大
学
の
教
授
で
あ
る
。
名
実

と
も
に
中
国
の
本
土
に
根
差
し
た
人
類
学
研
究

を
け
ん
引
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
さ
て
、
中
国
語
で
書
か
れ
た
本
書
を
日
本
語

で
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
書
名
を
ど

う
訳
す
か
に
直
面
す
る
。“
生
熟
有
度
”
を
直

訳
す
る
と
、「“
生
”
と
“
熟
”
に
度
合
い
あ
り
」

と
で
も
な
ろ
う
が
、
そ
の
題
名
を
見
た
と
き
、

人
間
関
係
に
ま
つ
わ
る
“
生
”
と
“
熟
”
に
し

ば
ら
く
拘
っ
て
い
た
筆
者
に
は
、「
親
し
き
仲

に
も
礼
儀
あ
り
」
と
い
う
日
本
語
が
連
想
さ
れ

た
。
し
か
し
、
読
み
進
め
て
い
く
に
つ
れ
、

人
間
関
係
以
前
に
、
人
間
の
生
存
に
か
か
わ

る
「
食
」
や
一
個
人
の
成
長
過
程
、
そ
し
て
異

民
族
と
の
関
係
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
“
生
”と

“
熟
”
の
対
比
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
民
族
誌
が

あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
す
る
に
至
っ
た
。

　“
生
”（
生
の
）
と
“
熟
”（
火
を
通
し
た
）

と
い
う
対
比
を
な
す
こ
の
二
つ
の
形
容
詞
は
、

原
義
か
ら
派
生
し
た
比
喩
的
な
意
味
で
使
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
本
書
は
中
国
人
の
食
文
化

（
食
の
調
理
）
や
養
生
（
中
医
学
）、
人
と
し
て

の
（
生
理
的
、
心
理
的
）
成
長
と
人
間
関
係
、

さ
ら
に
異
民
族
と
の
付
き
合
い
な
ど
、“
生
”

と
“
熟
”
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
、
表
現
さ

れ
、
解
釈
さ
れ
る
数
々
の
事
象
に
ま
つ
わ
る
言

説
を
、
多
く
の
文
献
や
人
々
の
日
常
か
ら
見
出

し
、
仔
細
に
分
析
し
考
察
を
行
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
書
名
の
翻
訳
は
少
し
先
送
り
に
し

て
、
ま
ず
、
内
容
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
本

書
の
詳
細
な
目
次
を
日
本
語
訳
付
き
で
以
下
に

引
用
す
る
。

　
導
言
（
は
じ
め
に
）

　
第
一
章
　“
生
”
与
“
熟
”：
民
俗
分
類
的
普

適
性
（
第
一
章
　“
生
”
と
“
熟
”、
そ

の
民
俗
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
普
遍
性
）

　
　
第
一
節
　
対
応
于
“
自
然
／
文
化
”
的

“
生
食
／
熟
食
”（
第
一
節
　「
自
然
／
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文
化
」
に
対
す
る
“
生
食
”（
生
の
も

の
）／“
熟
食
”（
火
を
通
し
た
も
の
））

　
　
第
二
節
　
発
明
“
熟
食
”
的
文
化
英
雄

（
第
二
節
　“
熟
食
”を
発
明
し
た
英
雄
）

　
　
第
三
節
　
日
常
生
活
中
的
“
生
食
”
与

“
熟
食
”（
第
三
節
　
日
常
生
活
に
お
け

る
“
生
食
”
と
“
熟
食
”）

　
　
第
四
節
　“
生
薬
”
与
“
熟
薬
”（
第
四
節

“
生
薬
”
と
“
熟
薬
”）

　
　
第
五
節
　“
生
土
／
熟
土
”、“
生
地
／
熟

地
”（
第
五
節
“
生
土
／
熟
土
”、“
生

畑
／
熟
畑
”）

　
　
第
六
節
　
伝
統
工
藝
中
的
“
生
／
熟
”
問

題
（
第
六
節
　
伝
統
工
芸
に
お
け
る

“
生
／
熟
”
の
問
題
）

　
　
第
七
節
　
書
画
藝
術
中
的
“
生
／
熟
”
論

（
第
七
節
　
書
と
絵
に
ま
つ
わ
る
“
生

／
熟
”
論
）

　
　
討
論
　“
生
熟
有
度
”
与
“
生
／
熟
”
之

間
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　“
生
熟
有

度
”
と
“
生
／
熟
”
の
間
）

　
第
二
章
　
漢
文
化
中
人
的
“
生
渋
”、“
夾

生
”
与
“
成
熟
”（
第
二
章
　
漢
民
族

に
お
け
る
人
間
の
「
未
熟
」、「
半
生ナ
マ

」

そ
し
て
「
成
熟
」）

　
　
第
一
節
　
人
邁
向
“
成
熟
”
的
不
同
層
次

（
第
一
節
　
人
間
の「
成
熟
」
へ
の
段
階
）

　
　
第
二
節
　
成
長
儀
式
和
成
人
儀
式
（
第
二

節
　
成
長
過
程
の
儀
式
と
成
人
の
儀
式
）

　
　
第
三
節
　
旨
在
“
預
熱
”
的
“
跨
火
”

儀
式
（
第
三
節
　「
予
熱
」
の
た
め
の

「
火
を
跨
ぐ
」
儀
式
）

　
　
第
四
節
　
旨
在
“
催
熱
”
的
“
閙
洞
房
”

（
第
四
節
　“
催
熱
”
の
た
め
の
「
初
夜

へ
の
い
た
ず
ら
」）

　
　
第
五
節
　
渉
及
性
的
俗
語
、
隠
語
及
其
他

（
第
五
節
　
性
に
関
す
る
俗
語
、
隠
語

及
び
そ
の
他
）

　
　
第
六
節
　
各
地
方
言
対
人
的
“
半
熟
／
夾

生
”
状
態
的
描
述
（
第
六
節
　
各
地
方

言
に
お
け
る
「
半
熟
／
半
生ナ
マ

」
に
ま
つ

わ
る
表
現
）

　
　
第
七
節
　“
剰
女
”与
“
剰
男
”
歧
視
的
根

源
（
第
七
節
　
未
婚
男
女
へ
の
差
別
、

そ
の
根
源
）

　
　
討
論
　
成
為
“
全
人
”
的
幸
福
観
（
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　「
全
人
」
ゆ
え
の
「
幸

福
観
」）

　
第
三
章
　“
生
人
”、“
熟
人
”与
人
際
関
系
実

践
（
第
三
章
　“
生
人
”（
赤
の
他
人
）

と
“
熟
人
”（
よ
く
知
る
人
）及
び
人
間

関
係
の
実
践
）

　
　
第
一
節
　“
生
人
”
与
“
熟
人
”（
第
一
節
　

“
生
人
”
と
“
熟
人
”）

　
　
第
二
節
　“
生
／
熟
”
之
間
的
人
際
関
系

実
践
（
第
二
節
　“
生
”
と
“
熟
”
の
間

に
お
け
る
人
間
関
係
の
実
践
）

　
　
第
三
節
　“
差
序
格
局
”
中
的
“
熟
人
”
与

“
生
人
”（
第
三
節
　「
差
序
的
な
構
造

配
置
」
に
お
け
る
“
生
人
”
と
“
熟
人
”）

　
　
第
四
節
　“
半
熟
社
会
”
的
尷
尬
（
第
四

節
　“
半
熟
社
会
”
の
気
ま
ず
さ
）

　
　
討
論
　“
熟
人
社
会
病
”
与
公
共
性
的
成

長
（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　「
知
人
社

会
」
の
病
と
公
共
性
の
成
長
）

　
第
四
章
　
漢
文
化
対
周
辺
異
民
族
的
“
生
／

熟
”
分
類
（
第
四
章
　
漢
民
族
に
よ
る

周
辺
民
族
に
つ
い
て
の“
生
／
熟
”分
類
）

　
　
第
一
節
　“
五
方
之
民
”
的
“
天
下
”
結

構
（
第
一
節
　「
五
方
の
民
」
に
み
る

「
天
下
」
の
構
造
）

　
　
第
二
節
　“
生
蛮
”、“
生
獠
”、“
生
胡
”
以
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及
生
／
熟
吐
渾
（
第
二
節
　“
生
蛮
”、

“
生
獠
”、“
生
胡
”及
び
“
生
／
熟
吐
渾
”）

　
　
第
三
節
　“
生
羌
”
与
“
熟
羌
”（
第
三
節
　

“
生
チ
ャ
ン（
族
）”と
“
熟
チ
ャ
ン（
族
）”）

　
　
第
四
節
　“
生
／
熟
”女
真
及
“
生
／
熟
”

韃
靼
（
第
四
節
　“
生
／
熟
”
女
真
、

及
び
“
生
／
熟
”
韃
靼
）

　
　
第
五
節
　“
生
戸
”
与
“
熟
戸
”（
第
五
節
　

“
生
戸
”
と
“
熟
戸
”）

　
　
第
六
節
　“
生
苗
”
与
“
熟
苗
”（
第
六
節
　

“
生
ミ
ョ
ウ（
族
）”と
“
熟
ミ
ョ
ウ（
族
）”）

　
　
第
七
節
　“
生
黎
”
与
“
熟
黎
”（
第
七
節
　

“
生
黎
”
と
“
熟
黎
”）

　
　
第
八
節
　
台
湾
的
“
生
番
”
与
“
熟
番
”

（
第
八
節
　
台
湾
に
お
け
る
“
生
番
”

と
“
熟
番
”）

　
　
第
九
節
　“
生
夷
”
与
“
熟
夷
”
及
其
他

（
第
九
節
　“
生
夷
”、“
熟
夷
”、そ
の
他
）

　
討
論
　
族
群
“
生
／
熟
”
論
的
歴
史
局
限
性

（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
民
族
グ
ル
ー

プ
に
関
わ
る
“
生
／
熟
”
論
の
歴
史
的

限
界
）

　
結
語
（
お
わ
り
に
）

　
後
記
与
鳴
謝
（
後
記
と
謝
辞
）

本
書
の
方
法
論
と
内
容

　
本
書
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
“
漢
人
社
会
及
文

化
的
一
項
結
構
主
義
人
類
学
研
究
”（
漢
民
族

社
会
と
文
化
に
つ
い
て
の
構
造
主
義
人
類
学
的

研
究
）
と
あ
る
よ
う
に
、
構
造
主
義
の
分
類
法

を
用
い
て
、
そ
の
祖
と
も
言
え
る
フ
ラ
ン
ス
の

人
類
学
者
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス

の
『
神
話
論
理 

生
の
も
の
と
火
を
通
し
た
も

の
』
か
ら
得
た
“
生
／
熟
”
と
い
う
対
に
な
っ

て
い
る
概
念
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
中
国
、

主
に
漢
民
族
の
社
会
と
文
化
に
つ
い
て
考
察
し

た
、
非
常
に
興
味
深
い
一
冊
で
あ
る
。
火
の
発

明
に
よ
り
人
類
が
大
き
く
進
化
と
進
歩
を
遂
げ

た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
い
が
、

著
者
は
“
生
／
熟
”
と
い
う
「
二
項
対
立
」
の

命
題
に
普
遍
性
を
見
出
し
、
と
り
わ
け
、
中
国

漢
民
族
の
文
化
に
み
ら
れ
る
多
く
の
事
象
の
解

釈
に
有
用
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。

　
以
下
、
目
次
に
沿
っ
て
内
容
を
少
し
展
開
し

な
が
ら
筆
者
の
感
想
も
交
え
て
紹
介
し
て
い
く
。

㈠
　 「
食
」
か
ら
出
発
し
た 

民
俗
学
的
“
生
”
と
“
熟
”

　“
生
”
と
“
熟
”
対
「
自
然
」
と
「
文
化
」、
著

者
は
そ
の
両
者
の
間
に
偶
然
と
も
必
然
と
も
い

え
る
対
応
関
係
を
見
出
す
。
火
の
使
用
に
よ

る
「
熟
食
」
の
摂
取
か
ら
、
人
々
は
様
々
な
手

の
込
ん
だ
調
理
法
を
考
案
し
、「
食
」
を
「
文

化
的
」
に
昇
華
さ
せ
て
き
た
。
一
方
、“
生
”

は
浄
化
を
経
て
い
な
い
“
生
水
”
に
み
る
よ
う

に
、
衛
生
的
で
は
な
い
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、

中
国
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
、
誰
も
が

注
意
す
る
か
、
さ
れ
る
か
の
事
柄
の
一
つ
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、“
生
／
熟
”
と
並
ん
で
“
冷
／

熱
”
も
あ
る
が
、“
冷
”
は
“
生
冷
”（
冷
た
い

も
の
）
の
意
味
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
分

か
る
よ
う
に
、
飲
食
に
お
け
る
禁
忌
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
い
ま
で
こ
そ
“
氷
鎮
”（
冷
や

し
た
）
ビ
ー
ル
も
飲
食
店
に
出
て
い
る
が
、
常

温
の
ビ
ー
ル
も
な
お
健
在
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

お
冷
の
代
わ
り
に
ぬ
る
ま
湯
が
出
さ
れ
る
の

も
、“
生
冷
”
は
「
体
に
毒
」
と
い
う
考
え
方

が
常
識
と
し
て
人
々
の
食
習
慣
に
根
差
し
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　“
生
食
”
と
“
熟
食
”
の
原
理
が
そ
の
ま
ま

“
中
薬
”（
漢
方
薬
）
に
応
用
さ
れ
た
と
し
て
、

“
生
薬
”
と
“
熟
薬
”
に
つ
い
て
伝
統
医
学
の

文
献
を
多
く
援
用
し
論
ず
る
な
か
、“
生
”、
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“
熟
”
間
の
“
炮
制
”（
加
工
）
の
加
減
に
よ

り
、
そ
の
効
用
も
異
な
る
と
い
う
中
医
学
的
見

地
か
ら
、
民
間
で
長
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
ゆ

え
約
束
事
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、“
生
熟
有

定
”
と
い
う
要
を
得
た
表
現
を
与
え
て
い
る
。

一
方
、“
生
土
”
と
“
熟
土
”
に
至
っ
て
は
考

古
学
の
発
掘
現
場
に
関
わ
っ
た
経
験
を
持
つ
著

者
ゆ
え
の
論
及
で
あ
り
、
人
の
生
活
跡
の
有
無

に
よ
る
こ
の
分
類
も
“
生
／
熟
”
対
「
自
然
／

文
化
」
が
よ
く
現
れ
る
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、

「
畑
」
の
“
生
地
／
熟
地
”
と
い
う
耕
耘
の
有

無
に
よ
る
分
類
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
英
語
の

culture

が
ラ
テ
ン
語
の
「
耕
す
」、「
住
む
」
を

意
味
す
るcolore

に
語
源
を
持
つ
こ
と
に
通
ず

る
と
い
う
指
摘
も
興
味
深
い
。

　
そ
こ
で
、「
食
」
に
ま
つ
わ
る
“
生
／
熟
”

か
ら
、
さ
ら
に
伝
統
工
芸
や
書
画
芸
術
に
ま
つ

わ
る
“
生
／
熟
”
へ
と
論
が
及
ぶ
。
骨
董
品
の

玉
や
古
銭
、
鉄
器
な
ど
に
つ
い
て
も
、“
熟
”

は
人
の
手
に
よ
っ
て
よ
く
な
じ
ま
せ
て
あ
る
の

に
対
し
、“
生
”
は
そ
の
逆
の
意
味
ば
か
り
で

な
く
、
古
銭
の
場
合
「
贋
物
」
と
い
う
意
味
ま

で
含
ま
れ
る
。
ま
た
書
画
と
な
る
と
、
書
く

（
描
く
）
人
の
熟0

練
度
と
い
う
派
生
義
で
使
わ

れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
技
術
に
つ
い
て

語
る
と
き
、
中
国
語
で
よ
く
“
生
／
熟
”
と
い

う
対
語
を
使
う
も
の
だ
と
改
め
て
頷
け
る
。
こ

こ
で
二
、
三
例
挙
げ
る
と
、“
生
手
／
熟
手
”

（
新
米
／
ベ
テ
ラ
ン
）
か
ら
、
諺
に
“
一
回
生

二
回
熟
”（
一
回
目
は
分
か
ら
な
く
て
も
二
回

目
と
も
な
る
と
分
か
る
）、“
熟
能
生
巧
”（
熟

練
こ
そ
も
の
の
巧
み
な
れ
／
好
き
こ
そ
も
の
の

上
手
な
れ
│
│
こ
こ
の
“
生
”
は
動
詞
「
生
ま

れ
る
」
の
意
）
な
ど
が
連
想
さ
れ
る
。
一
方
、

“
書
必
先
生
而
後
熟
、
亦
必
先
熟
而
後
生
”（
書

は
必
ず
や
生
か
ら
熟
へ
、
ま
た
熟
か
ら
生
へ
）

と
、
腕
に
流
さ
れ
過
ぎ
ず
、
初
心
を
も
っ
て
臨

む
こ
と
こ
そ
が
達
人
と
し
て
の
究
極
の
境
地
と

い
う
古
人
の
教
え
も
示
さ
れ
て
い
る
。

㈡
　
人
の
成
長
に
ま
つ
わ
る
“
生
”と
“
熟
”

　
人
の
成
長
プ
ロ
セ
ス
に
も
“
生
／
熟
”
に
ま

つ
わ
る
表
現
で
そ
の
段
階
性
が
表
れ
る
。
人
が

幼
児
か
ら
少
年
（
少
女
）、
青
年
へ
と
成
長
し

て
い
く
過
程
は
、“
生
渋
”（
未
熟
）、“
夾
生
／

半
熟
”（
半
生
／
半
熟
）、
そ
し
て
成
熟
へ
と
、

心
身
と
も
に
成
長
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
と

ら
え
ら
れ
、
中
国
各
地
に
伝
わ
る
様
々
な
伝
統

儀
礼
に
、
人
間
成
長
の
節
目
に
行
わ
れ
る
儀
式

や
、
そ
の
最
た
る
も
の
と
な
る
結
婚
式
の
風
習

な
ど
の
記
述
は
、
ど
れ
も
が
著
者
の
長
年
の

フ
ィ
ー
ル
ド
や
文
献
の
調
査
と
考
察
に
よ
る
好

例
で
あ
る
。“
熟
”
へ
の
準
備
の
“
予
熱
”
と

表
現
さ
れ
た
“
跨
火
”
や
、
結
婚
式
の
初
夜
に

隣
人
た
ち
に
よ
る
“
催
熱
”（「
熱
」
状
態
へ
の

催
し
）
の
た
め
の
“
閙
洞
房
”、
そ
れ
ら
の
儀

式
は
い
ず
れ
も
“
熟
”
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
。
一
方
、
そ
こ
に
は
過
去
の
縁
談
・
成
婚
の

し
き
た
り
（
新
郎
新
婦
が
結
婚
し
て
初
め
て
顔

を
合
わ
せ
る
）
と
い
う
文
脈
が
あ
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
と
は
い
え
、
性
に
ま
つ
わ

る
俗
語
や
隠
語
を
は
じ
め
、
そ
の
文
脈
に
し
て

現
代
に
伝
わ
る
そ
の
言
い
回
し
あ
り
と
言
え
る

も
の
が
実
に
多
く
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
連

想
さ
れ
た
も
の
に
、“
生
米
做
成
熟
飯
”（
コ
メ

が
ご
飯
に
出
来
上
が
っ
た
）
が
あ
る
が
、
後
戻

り
が
で
き
な
い
既
成
事
実
を
言
う
と
き
に
使
わ

れ
、
多
く
は
婚
約
前
の
女
性
が
妊
娠
し
て
し
ま

う
こ
と
を
意
味
す
る
メ
タ
フ
ァ
ー
に
な
る
。
ち

な
み
に
、「
自
然
の
成
り
行
き
」
を
表
す
“
瓜

熟
蒂
落
”（
瓜
は
熟
せ
ば
蔓
か
ら
落
ち
る
）
も

あ
る
こ
と
に
考
え
が
及
ぶ
。
一
方
、
昨
今
の
新

語
で
あ
る
“
剰
男
／
剰
女
”
に
目
を
向
け
る
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と
、
未
婚
男
女
が
“
剰
”（
残
っ
た
）
と
い
う

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ま

さ
に
、
人
の
成
長
が
“
生
／
熟
”
で
と
ら
え
ら

れ
て
き
た
背
景
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
え
る
。

㈢
　
人
間
関
係
に
お
け
る“
生
人
”と“
熟
人
”

　
人
間
関
係
を
語
る
う
え
で
、
馴
染
ん
で
い

な
い
こ
と
は
“
生
”、
馴
染
ん
で
い
る
こ
と
は

“
熟
”
で
表
さ
れ
る
。
人
間
一
人
ひ
と
り
自
己

を
中
心
と
し
た
同
心
円
の
よ
う
な
関
係
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
っ
て
お
り
、
親
疎
の
度
合
い
に
よ

る
序
列
を
“
差
序
”
と
し
、
人
間
関
係
の
水
の

波
紋
の
よ
う
な
構
図
を
“
格
局
”
と
し
た
費
孝

通
の
“
差
序
格
局
”（
差
序
的
な
構
造
配
置
）

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
著
者
は
費
孝
通
の
示
し
た
自
己
を
中
心
と

す
る
血
縁
関
係
の
差
序
的
構
造
同
様
に
、
自
己

を
中
心
に
地
縁
、
学
縁
、
業
縁
を
契
機
と
し
て

展
開
さ
れ
る
“
熟
人
”
と
赤
の
他
人
で
あ
る

“
生
人
”
の
差
序
的
構
造
も
存
在
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
論
ず
る
。
費
孝
通
の
示
し
た
関
係

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
時
代
が
異
な
り
、
都
市
化

が
進
ん
で
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
周
り
は

“
生
人
”
と
も
“
熟
人
”
と
も
つ
か
な
い
“
半

熟
”
の
人
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
も
指
摘
し
て
い

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
“
半
熟
”

現
象
が
益
々
顕
著
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
も
思
え
る
。
そ
の
“
半
熟
”
な
人
は
、

“
生
人
”
よ
り
も
気
ま
ず
さ
を
伴
う
こ
と
も
あ

れ
ば
、“
熟
人
”
に
な
る
可
能
性
も
秘
め
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
“
熟
人
”
こ
そ
、「
親し
ん

」

の
関
係
に
な
る
こ
と
も
、“
生
人
”
を
“
熟

人
”
に
引
き
込
ん
で
く
る
こ
と
も
で
き
る
、
重

要
な
位
置
づ
け
に
あ
り
、
ま
た
、
疎
遠
に
な
れ

ば
“
生
人
”
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。“
生
人
／

熟
人
”
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
自
己
を
中
心

と
す
る
血
縁
関
係
の
差
序
的
構
造
の
外
側
に
伸

縮
自
在
な
空
間
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
も

興
味
深
い
。
そ
の
「
層
」
は
重
要
な
社
会
的
資

源
と
な
り
、
制
度
的
・
物
質
的
資
源
の
分
配
の

不
均
衡
で
、“
熟
人
”、
ま
た
は
“
熟
人
”
の

“
熟
人
”
の
関
係
資
源
が
社
会
で
幅
を
利
か
せ

て
い
る
こ
と
を
「
知
人
社
会
」
の
病
（“
熟
人

社
会
病
”）
と
い
う
指
摘
に
は
頷
け
る
。

㈣
　
民
族
間
関
係
に
お
け
る
“
生
”と
“
熟
”

　
自
己
か
ら
み
た
、
血
縁
関
係
に
よ
ら
な
い
他

者
に
“
生
／
熟
”
が
あ
る
よ
う
に
、自
民
族
か
ら

み
た
異
民
族
に
対
し
て
も
“
生
／
熟
”
で
と
ら

え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
著
者
は
大
量
の
資

料
を
辿
り
な
が
ら
、
最
終
章
に
し
て
最
も
頁
を

割
い
て
考
察
し
て
い
る
。“
中
土
”（
夏
を
含
め

た
殷
商
王
朝
）
に
対
し
て
周
り
（
辺
境
）
に
い

る
異
民
族
を
“
四
方
”
と
し
た
記
述
を
甲
骨
文

に
遡
り
、
異
民
族
を
表
す
“
夷
”“
戎
”“
狄
”

“
蛮
”
に
方
位
を
冠
し
た
“
東
夷
”“
西
戎
”“
北

狄
”“
南
蛮
”
に
「
中
国
」
を
加
え
、“
五
方
之

民
”
と
い
う
表
し
方
を
春
秋
戦
国
時
代
の
記
述

に
見
る
。
異
民
族
は
、
中
国
の
長
い
歴
史
の
な

か
で
、
漢
民
族
に
よ
る
「
熟
化
」
の
有
無
や
そ

の
程
度
に
よ
っ
て
“
生
〜
”、“
熟
〜
”
に
分
類

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
分
類
は
、
言
わ
ば
、
異
民

族
を
秩
序
化
す
る
努
力
に
よ
る
も
の
で
、“
差

序
格
局
”
の
拡
大
版
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

指
摘
し
、
漢
文
化
を
「
正
統
」
と
し
た
「
中

華
」
文
明
に
よ
る
統
一
「
天
下
」
に
あ
っ
て
、

“
生
／
熟
”
論
は
“
華
夷
”（
中
心
／
周
辺
）
論

を
具
現
化
し
た
最
も
通
俗
的
で
且
つ
根
深
い
言

説
で
あ
り
続
け
た
。
辛
亥
革
命
を
経
て
、
中
国

は
多
民
族
国
家
と
し
て
独
立
し
た
の
を
き
っ
か

け
に
、
少
数
民
族
に
対
す
る
“
生
／
熟
”
の
と

ら
え
方
も
、
民
族
間
の
協
調
・
平
等
・
団
結
の

政
策
と
理
念
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
。
今
で
は
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費
孝
通
の
「
中
華
民
族
多
元
一
体
構
造
論
」
に

よ
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
た
民
族
的
認
識
理
論

が
、
学
術
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
に
至
っ
た

と
し
て
い
る
。

書
名
の
再
考

　
著
者
が
結
び
に
、
本
書
執
筆
の
過
程
は
自
ら

が
そ
の
生
活
に
身
を
置
き
、
あ
り
ふ
れ
た
日
常

の
様
々
な
事
象
を
絶
え
ず
「
熟
化
」
し
て
い
く

過
程
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
経
験
者
ゆ
え
的

確
な
内
省
を
も
つ
一
方
、
な
か
に
い
る
ゆ
え
に

見
え
な
い
も
の
も
あ
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、

著
者
が
外
か
ら
の
視
点
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

こ
と
は
、
そ
の
研
究
生
活
の
経
歴
と
本
書
で
援

用
さ
れ
た
内
外
の
数
多
く
の
文
献
に
よ
っ
て
裏

付
け
ら
れ
る
。
本
書
を
構
成
す
る
全
四
章
で

は
、
第
一
章
と
第
二
章
の
“
生
”
と
“
熟
”

は
、
原
義
か
ら
「
未
熟
」
と
「
成
熟
」
と
い
う

比
喩
的
な
意
味
に
よ
っ
て
、
食
か
ら
人
の
成
長

に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
事
象
を
語
る
言
説
を

考
察
し
て
い
る
。
第
三
章
と
第
四
章
の
“
生
”

と
“
熟
”
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
原
義
か
ら
派
生

し
た
比
喩
的
な
意
味
か
ら
、
人
と
人
、
民
族
と

民
族
の
「
関
係
」
に
ま
つ
わ
る
事
象
を
扱
う
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
が
著
者
の
長

年
の
研
究
の
蓄
積
で
あ
る
こ
と
が
本
書
の
「
後

記
」
か
ら
う
か
が
え
る
。
各
章
の
最
後
の
“
討

論
”（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
は
「
ま
と
め
」
に

留
ま
ら
ず
、
現
代
の
社
会
事
情
に
合
っ
た
視
点

を
加
え
て
と
ら
え
な
お
す
こ
と
も
忘
れ
な
い
。

　
構
造
主
義
の
二
項
対
立
の
分
類
法
は
、
言
語

学
に
も
人
類
学
に
も
有
効
性
を
持
つ
が
、
一

方
、「
二
項
対
立
」
に
「
二
者
択
一
」
を
求
め

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
本
書
を
読

ん
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
前
に
も

触
れ
た
“
剰
男
／
剰
女
”
の
よ
う
な
語
の
出
現

は
、“
生
／
熟
”
で
人
の
成
長
（
成
熟
）
を
と

ら
え
て
き
た
背
景
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
自

明
で
あ
る
。
一
方
で
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

対
し
て
も
、
人
間
の
個
性
や
価
値
観
と
社
会
生

活
の
多
様
化
の
尊
重
に
伴
い
、
改
め
て
関
心
が

寄
せ
ら
れ
る
昨
今
に
も
思
い
及
ぶ
。
そ
し
て
、

第
四
章
の
異
民
族
へ
の
“
生
／
熟
”
観
の
歴
史

を
通
観
し
た
う
え
で
紹
介
さ
れ
た
、
漢
化
し
た

“
熟
”
よ
り
も
、
自
民
族
独
自
の
文
化
が
色
濃

く
残
っ
て
い
る
“
生
”
を
よ
し
と
す
る
見
方
に

興
味
を
深
く
覚
え
、
危
機
に
瀕
す
る
少
数
民
族

言
語
に
も
思
い
及
ぶ
。
現
代
社
会
の
い
ろ
い
ろ

な
現
象
を
考
え
る
う
え
で
、
本
書
は
そ
の
文
化

的
背
景
と
い
う
深
層
構
造
の
解
明
に
多
く
の
ヒ

ン
ト
を
与
え
て
い
る
。

　
本
書
は
、“
生
”
と
“
熟
”
に
ま
つ
わ
る
多
く

の
語
彙
や
言
説
に
よ
っ
て
、
中
国
社
会
の
様
々

な
事
象
を
広
く
取
り
上
げ
る
文
化
人
類
学
・

民
俗
学
の
論
著
で
あ
る
が
、
言
語
学
を
専
門
と

す
る
筆
者
に
と
っ
て
も
た
い
へ
ん
示
唆
に
富
ん

だ
一
冊
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
人
文
社
会
に
か

か
わ
る
学
際
的
な
研
究
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
読
者
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
や
視

点
か
ら
興
味
深
く
読
め
る
一
冊
に
な
る
に
違
い

な
い
。

　
さ
て
、
再
び
書
名
の
“
生
熟
有
度
”
に
立
ち

返
っ
て
み
る
と
、
本
書
は
“
生
”
か
ら
“
熟
”

へ
と
変
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
ア
プ
ロ
ー
チ
の
記

述
と
分
析
を
中
心
に
据
え
た
、
い
わ
ば
、“
生
”

と
“
熟
”
の
「
間あ
い
だ

」
を
論
考
し
て
い
る
の
だ
と

読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
思
え
て
く
る
。
そ
し

て
そ
れ
は
、本
書
の
最
後
で
「“
生
”
と
“
熟
”

の
間
」
こ
そ
が
本
書
の
真
意
で
あ
る
と
著
者
が

結
ん
で
い
る
の
に
一
致
し
て
い
る
。


